
電柱の変遷�
Transition of telephone poles

1955年　コンクリート柱の導入�
1963年　鋼板組立柱の導入�
1966年　鋼管柱の導入�
1971年　自立柱工法�
               継柱�
               分割柱�
               接続端子函内蔵型電柱�

電柱のメニュー化�
Supply of a diverse menu of telephone poles

支線や支柱の用地確保が困難になったため、1985年から�
高荷重自立柱を導入した。�
また、狭あい地における作業性の向上のために、1985年から�
分割式の複合柱を導入。さらに電柱の軽量化を図るために、�
1987年から鋼管継柱を、1990年からAE鋼管継柱と�
UC鋼管継柱をそれぞれ導入している。�

セメント：約3袋�
水：約120リットル�

ソイルセメント�

50cm

高荷重自立柱� 継柱�

約
2.8m

1260kgf�
1670kgf�
2840kgf

設計荷重�

鋼管継柱�AE鋼管継柱�UC鋼管継柱�

亜鉛めっき鋼管�
亜鉛めっき鋼管＋�
有機被覆コーティング�


